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各学校は相談や支援の窓口として「教育相談コーディネーターJ

とし1う役割の教員を置しれてしヽます。ぜひこ相談ください !

⑥児童生徒や保護者、教職員の
相談のニーズの把握

⑥「児童生徒支援シート」等の
個別記録の管理

⑦校内委員会やケース会議の
定期的開催と運営

では、どちらに相談すればしヽし1の ?

●いわゆるメンタル面のケア・個人の特性理解 等

→子ども自身をケアすれば前達しそうな状況

(糞蓬農茎懲笹橙ゴ毀告色健層話亀デ
面の葛藤、
)

スクーJ♭カウンセラー

●個人と周りの環境 (家庭・学校・地域や医療。福祉等)

との調整、仲介、代弁、助言、連携などを具体化

→子どもだけでは改善できない社会的・家庭的状況
(例 :貧困、傷病、障がい、虐待、DV、 社会不適応など)

スクー,♭ツーシヤ,レワーカー

l ①SC、 SSWの周知と相談受付

l ②気になる児童生徒についての
1  検討会議の定期的開催

! ③児童生徒・保護者とSC、 SSW
I  との連絡調整

④教育相談活動に関する
スケジュール等の計画・立案

1  全ての公立小 。中・高・特別支援学校に配置

宅刊9年度Ω配重状況重Э切電
・SC(スクーザレカウンセラー)心理の専門家
→全ての公立小 。中。高校及び特別支援学校をカバー

・ SSW(スクールツーシャルワーカー)福4止の専F日家
→全ての公立小・中。高校及び特別支援学校をカパー

「チーム学校Jを支える専門スタッフ

学校における教育相談体制の充実に向けて
多様な社会的な背景により課題を抱える児童生徒に対する教育相談を充実していくために|よ、スクールカウンセラー

(SC)やスクールソーシャルワーカー (SSW)の配置に加えて、スクールロイヤー (SL)など教員と|よ異なる専門性や
経験を有する専門的なスタッフとともに専門性を発揮しながら、「チーム学校」として課題解決を目指してしヽます。
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スクールカウンセラー
(SC)

心理に関して専門的な知識・経験

を有する者 (公認心理師等)

心理的な‖uみのある児重生徒・

保護者への心理療法に基づく力
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関係機関
児童相談所、福祉事
務所、保健。医療機関、

庭

教育支援センター、警
察、障害者相談支援

スクールソーシャル
ワーカー (SSW)
福祉に関して専門的な知識・技術

を有する者

(社会福祉士、精神保健福祉士)

児童生徒・保護者が置かれた

様々な環境の問題への社会福祉

援助技術に基づく働きかけ
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授業・研修

学校の法的相談に対する指導・助言

や、いじめに関する授業・教職員

研修
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スクールロイヤー
(SL)

法律に関して専門的な矢[l識・事例

を有する者 (弁護士)

0

家 庭

スクールロイヤーは、学校の代理人ではなく、あくまでも学校と保護者の中立の立場で相談を受けます!


